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（次のページ）

令和3年8月

◎市の将来都市像と屋代地区開発の位置づけについて

下図は、市民の皆さんのご意見も踏まえ策定した千曲市都市計画マスタープラン（平成31年3月発行）より一部抜粋し、

市内において都市機能が特に集積されている「拠点」を【都市】・【産業】・【観光文化交流】・【広域交流】の4つに分け示した

ものです。

市では都市全体の強化・充実を図るため、広域交流拠点の形成（屋代地区の開発）のみならず、それぞれの強みを活かし、

各拠点に見合った施策の展開及び拠点間を結ぶ道路整備（屋代地区開発の「いま」vol.1参照）を行っています。
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「千曲市都市計画マスタープラン」

平成31年3月発行

（第5章地域別構想より抜粋・編集）

市における各拠点（都市・産業・観光文化・広域交流）及び各産業連携軸 配置図

【都市拠点】：公共交通・行政機能・病院・商業施設など

高次の都市機能を市民に提供する拠点

【産業拠点】：交通利便性に優れ商工業等の就業機会や

活力を創出する場

【観光文化交流拠点】：観光客の集客、市民との交流の場

【広域交流拠点】：市全体の活性化に寄与する場

凡 例

今号では、千曲市都市計画マスタープランに掲げる市が目指す将来の都市像における市内の各「拠点」と「広域交流拠

点」として位置付けられた屋代地区開発により生み出される効果、今後の流れについてお伝えします。
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棚田を活かした
観光文化交流拠点の形成

（姨捨地区）



～この通信に関するご質問・ご意見は～

千曲市役所 建設部 地域開発推進室
室長：青木猛治 係長：篠原哲哉 係員：伊藤孝雄

Email：kaisui@city.chikuma.ｌｇ.jp
℡：026-273-1111（内線3243・3244）

-2-

詳しくは地域開発推進室の
ホームページをご覧ください

←二次元コード読み取り

広域交流拠点の形成は、市内の各拠点への更なる発展に寄与するとともに、人口減少や地域経済の縮

小を食い止め、より高い市民サービスを維持していくための自主財源や就業機会を確保し、賑わいを創

出するなど市民益につながることから、引き続き事業主体である屋代地区土地区画整理設立準備会への

支援をしてまいります。

◎屋代地区の開発によって生み出される効果について

◎屋代地区開発の今後の流れについて
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精査します
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【まちづくりの専門家】
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現在、事業主体である屋代地区土地区画整理設立準備会がまちづくり構想案を策定しており、今後、市は構

想案の提案を受け、内容を精査したのち、市民や議会・関係団体と意見交換してまいります。

年内予定


